














































































































「一和泉流……」→「一日吉万五郎……」 →「一東山義政公……」→ 「一鷺家元祖……」 →「一貴様ニ相伝……」→「一若我等狂言……」→伝授奥書→人物略歴
元業自筆本






であり、 『和泉流狂言由緒書』を基盤として『狂言由緒略書』が成立したことを示唆するとともに、 『狂言由緒略書』が時代が下るとともに記事の配置も含めた大きな増補改訂が加えられていったことを物語る事象と位置付けられる。名古屋言共同社旧蔵本は圧倒的な増補が見えるため より後発 本文であることに疑いはないが、記 の提示順という観点も本書成立の過程を考え 上で重視され べき事象であろう。　
以上が山脇元業自筆『狂言由緒略書』 基礎的な報告であ
る。 甚だ簡略であり、 粗雑な面も多いが、 和泉流宗家の伝流・動向を紐解く一助にな ば幸いである。注（１）
　
古川久・小林責編『狂言辞典（資料編） 』 （東京堂出版、一九










略書』 」 （ 『武庫川国文』第
13号、一九七八・三） 。本書は、水野正
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（まつもと・おおき
　
奈良大学講師）
